
１．はじめに

工事概要
工 事 名：平成１９年度２３号豊橋東BP細谷東地区

道路建設工事（図－１）
発 注 者：国土交通省中部地方整備局
工事場所：愛知県豊橋市細谷町
工 期：平成２０年２月６日～平成２１年７月３０日

図―１ 完成写真

当現場は路体・路床部の盛土工（総計６２，５００
㎥）と、擁壁工・排水構造物工を主体とする道路
改良工事とボックスカルバート２基を構築する工
事である。盛土材は外部より搬入する計画で、盛
土材搬入に伴うダンプ運搬経路は、交通量が多い
国道１号線を経由し、地元小中学生の通学路沿い
を走行するものであった。また、現場周辺には農

地があり、農作物の栽培が行われていた。

２．現場における検討事項

工事の施工に当たり、地元自治会からは安全か
つ節度のあるダンプ運搬と、現場周辺に農作物が
広く栽培されているため、ダンプ運搬に伴う砂ぼ
こりによる農作物への影響が無いように、粉じん
対策を強く要望された。
安全かつ節度のあるダンプ運搬を継続的に行う
ことと、周辺農地への粉じんの飛散を防止する対
策が当現場の重要な課題となった。そこで、以下
の点について検討を進めた。
①地元小中学生の通学時間帯の安全な走行
②ダンプ運搬に伴う周辺環境への配慮
③盛土材搬入時の過積載防止
④バックホウのオペレーターとダンプトラックの
運転手が、意識して安全かつ節度のあるダンプ
運搬を継続できる教育・指示
である。

３．工夫・改善点と適用結果

各検討項目についての実施事項と結果を以下に
示す。
①交通事故防止対策として、現場出入口に交通誘
導員を配置し、地元小中学生・第三者の通行を
最優先とし、安全第一とした。現場出入口付近
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と手前５０m・１００m前に注意喚起を促す工事看
板を設置した。
②周辺農作物への環境対策として、現場前でのタ
イヤの高圧洗浄の実施、農地周辺への防塵ネッ
トの設置を行った。また、現場内を走行する際
に巻き上がる砂ぼこりを軽減させるため、現場
内に砕石敷の運搬路を整備すると共に、工事関
係車両の制限速度を１０km/h 以下とした。さら
に、現場内を午前午後、各１回以上散水した。
③過積載防止対策として、過積載防止チェックリ
ストを作成し、日々入場するダンプトラックに
対しチェックを行った。チェック項目は、積荷
の状態・目視基準による超過などである。
土砂の積込目安について、積込バックホウの
オペレーターとダンプトラックの運転手に対し
て、現場入場前の送出教育時にダンプボディ平
までの積込ということを周知徹底させた。また、
不定期に積込箇所と国道沿いでのパトロールを
実施し、荷姿、法定速度などが教育時に指示し
た通りか否か確認した。
さらに、積荷重量を確認するために、定期的
にトラックスケールによる積荷重量の確認も実
施した（図－２）。運転手には、積込毎に、ダ
ンプに常設されている自重計で積荷重量を確認
するように指示をした。
④節度のあるダンプ運搬対策として、新規入場す
るダンプトラックに対しては、事前に提出を受

けた車両検査証明書との不一致がないか、不正
改造がないかを確認した。
パトロールの結果をフィードバックし、丁寧
な積み込みを工事終了まで維持するなど、上記
対策の継続的な実施により、地元小中学生はも
とより、地元での交通事故や周辺農家からの苦
情はいっさいなく工事を行うことができた。

４．おわりに

公共事業においては、工事を無災害で竣工し、
地域住民からの苦情件数もなくすることが必然的
要素である。また、交通管理面ではダンプトラッ
クによる交通事故や過積載車による運搬などを防
止することも同様である。
結果として、周辺住民からの苦情もいっさいな
く無災害で工事を完成できたことは、当現場で検
討し実施した対策が有効であったということでは
ないだろうか。特に、農作物への影響を防止する
ために設置した防塵ネット（図－３）に関しては、
設置位置や高さを決めるため、直接農家の方から
収穫時期・季節日柄・風向を聞き取ることで、周
辺住民とのコミュニケーションも取ることができ
た。

図―３ 野菜畑への防塵ネット

今後の工事においては、バックホウのオペレー
ターやダンプ運転手が、積込・運転における“安
全”を意識的に継続できるような、教育や日々に
おける指示をより具体的かつわかりやすく伝えら
れるような工夫・改善の必要性を非常に感じた。図―２ トラックスケール測定
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